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セーフティケアプロジェクト

利用者と垂直に位置することで、口元が見えにく

く、介助時に腰が捻転する姿勢となっている。

利用者と並行に、向きあうことで介助位置が

近くなる。口元が見えやすくなり腰の捻転動

作もなくなる・。




